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　新┃コ┃ー┃ス┃
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┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
●●　　　Oracle Database 12c 対応コースをリリース！　　　　　　　　●●
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

2014年3月よりOracle Database 12c 対応コースを順次リリースいたします。

●S601 Oracle Database 12c: SQL基礎 I
リレーショナルデータベースを操作するためのSQLを学習します。
データベース管理者、アプリケーション開発者の方はもちろん、リレーショナル
データベースの基礎から学習できますので、Oracle Databaseに初めて触れる方
にもおすすめのコースです。

●S602 Oracle Database 12c: 管理クイック・スタート
Oracle Database 12c管理者向けのコースです。
ソフトウェアのインストールやデータベースの構築作業から、ユーザの管理、
データベースのバックアップなど、管理者のタスクを広く学習します。
これまでのバージョンを利用したことがある方はもちろん、
これからOracle Databaseの学習をしたいとお考えの方にもおすすめのコースです。

ＣＴＣ教育サービスでは、1人1台の演習環境だけでなく、eKit（PDFテキスト）にも
対応した学習環境をご用意しております。
新バージョンのOracle Databaseにご興味のある方、認定資格取得を目指される
方は、是非この機会にご受講ください。

S601: Oracle Database 12c: SQL基礎 I
期間：3日間
価格：\214,200（税抜）
詳細：http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=1547&m=26279&v=02236a34
日程：3/10-12、4/21-23

S602: Oracle Database 12c: 管理クイック・スタート
期間：2日間
価格：\142,800（税抜）
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詳細：http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=1548&m=26279&v=e078052b
日程：3/13-14、4/24-25

　キ┃ャ┃ン┃ペ┃ー┃ン┃
　━┛━┛━┛━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
●●　　　　Amazonギフト券プレゼントキャンペーン実施中！　　　 　　 ●●
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

2014年1月～3月開催のキャンペーン対象コース受講者に「Amazonギフト券」を
プレゼントいたします！

この機会にぜひご利用ください！！

キャンペーン対象コースは、駒沢ラーニングセンターで開催される 
VMware、Citrix、システム・仮想基盤構築、Cisco、Juniper、無線LAN、
Microsoft、Oracle、Linux、セキュリティ、Palo Alto Networks、Rubyの関連コースです。

対象コース受講で「Amazonギフト券5,000円分」をプレゼント！

詳しくはこちら
http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=1549&m=26279&v=45f39525

　ト┃ピ┃ッ┃ク┃
　━┛━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
◆◇　Inst. Tech View　第34回“SRXとSSGNetScreenのコマンドの違い”　◇◆
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

今回のInst. Tech Viewは、以前からJuniper Networksのファイアウォールとして
有名なSSG/NetScreenと、その後継機として2009年に発売されたSRXとの具体的な
コマンドの違いについて紹介します。

第10回のInst. Tech ViewでSRXとSSG/NetScreenとのOSの違いについて触れました。
そのときに紹介した具体的な内容としては、SRXには、JUNOSと呼ばれる
Juniper Netwoksのルーターやスイッチに搭載されているOSと同じものが
搭載されており、SSG/NetScreenには旧NetScreen Technologiesが開発した
ScreenOSが搭載されている、というところまででした。

今回は、そこからさらに一歩踏み込んで、SRXとSSG/NetScreenとのコマンドを
具体例を挙げて紹介します。

最初は、SRXとSSG/NetScreenでの設定コマンドと削除コマンドの違いについてです。

※あくまでもコマンド例となります。実際に試される場合には、お客様の責任での※
※ご使用をお願いします。また、本件に関するお問い合わせはご遠慮ください。　※

SRXでは、setコマンドで設定を行い、deleteコマンドで削除を行います。
それに対しSSG/NetScreenでは、setコマンドで設定を行うまでは同じですが、
unsetコマンドで設定を削除します。

設定を行った後の設定ファイルの確認については、SRXでは、実際に稼働している
機器が使用している設定ファイル「Active Configuration」を確認する
show configurationと、編集の設定ファイル「Candidate Configuration」を
確認するshowコマンドがありますが、SSG/NetScreenではget configとなります。

デバイスの状態を確認するコマンドも2つのOSでは異なり、SRXではshowコマンド
で確認を行いますが、SSG/NetScreenではgetコマンドで確認を行います。

また、ファイアウォールとして重要なセッションテーブルの確認コマンドは、
SRXではshow security flow sessionとなりますが、SSG/NetScreenはget session
となります。

これ以外にも、デバイスがパケットをどのように処理しているかを確認する
コマンドも、SRXではset security flow traceoptionコマンドを使用するのに
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対して、SSG/NetScreenではdebug flow basicとなります。

このように、SRXとSSG/NetScreenでは、同じことを行うにしてもコマンドが異なります。

そこでＣＴＣ教育サービスでは、SSG/NetScreenの技術者がSRXを扱うことに
なったとき、SSG/NetScreenのコマンドとSRXのコマンドを対比しながら紹介する
ことで、SSG/NetScreenの技術者がより効率的にSRXの仕組みや設定方法を習得
できるような研修を提供しています。

具体的な研修としては、SRXの基本操作からポリシーやIPsec、クラスタの設定
までSRXを導入・運用するために必要な操作方法を3日間で習得する研修「JSEC」
を提供しています。

SRXを扱うコース

NS22: JSEC（JUNOS for Security Platforms）
期間：3日間
価格：\210,000（税抜）
http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=1550&m=26279&v=2b6e300b
日程：6/4-6

また、SSG/NetScreenの基本操作からポリシーやIPsecの設定までNetScreen/SSGを
導入・運用するために必要な操作方法を3日間で紹介する研修「CJFV」も提供しています。

NetScreen/SSGを扱うコース

NS11：CJFV（Configuring Juniper Networks Firewall/IPSec VPN Products）
期間：3日間
価格：\240,000（税抜）
http://dm.ctc-g.co.jp/c?c=1551&m=26279&v=8ee5a005
日程：3/12-14、4/9-11

皆様のご受講を心よりお待ちしております。

　コ┃ラ┃ム┃
　━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
◆◇『スーパーエンジニアの独り言 第32回“ザットネス・ゼアネス”』   ◇◆
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

負荷分散装置（ロードバランサ、Load Balancer）の話をしたいと思います。

ロードバランサは、その名のとおり「負荷を分散させる」ための装置
（専用ハードウェア、仮想アプライアンスまたはソフトウェアやサービスも
あります）です。
クライアントからの要求（リクエスト）を分散させることで、負荷を軽減する
ことが主目的です。

では、誰の何の負荷を軽減するのかというと、サーバーに対するネットワーク
経由のリクエストを振り分けることで負荷を軽減することが可能になります
（振り分け情報がネットワーク・レイヤーによって異なることから、OSI参照
モデルでのトランスポート層を解析する「L4スイッチ」とアプリケーション層
まで解析する「L7スイッチ」の2種類に大別されます）。

例えば、あなたがWebサーバーでサイトを運用していると仮定しましょう。
運営しているうちに人気サイトになったことでコンシューマ（クライアント）
からの膨大なリクエストを1台のサーバーで捌き切れなくなった時に、
ロードバランサを適用することで問題を解決できるのです。

  | Before:
  |                           ┌─────┐    ┌─────┐
  | HTTP →────────→ │Web #1    ├──┤DB        │
  |                           └─────┘    └─────┘
  | 
  | After:
  |                           ┌─────┐
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  |                       ┌─┤Web #1    ├─┐
  |                       │  └─────┘  │
  |         ┌─────┐│                  │┌─────┐
  | HTTP → │LB        ├┤                  ├┤DB        │
  |         └─────┘│                  │└─────┘
  |                       │  ┌─────┐  │
  |                       └─┤Web #2    ├─┘
  |                           └─────┘
  | HTTP : HTTP Request
  | LB   : Load Balancer
  | Web  : Web Server
  | DB   : Database Server

図示した仕組みは以下の様になります。

今までWebサーバーが直接受けていたコンシューマからのリクエストは、
ロードバランサが替わりに受け取るようにサーバーの前面に配置します。
ロードバランサが受け付けたリクエストは背面に配置されているWebサーバーに
伝言するのです。この時に背面のWebサーバーを複数台配置させること
（サーバーファーム「農場」）ができます。ロードバランサがサーバーファーム
にリクエストを振り分けてくれる機能を持っているのです。

サーバーファームに2台のサーバーを設置することで、二頭引き馬車になり二馬力
となります。これまで1台のサーバーに集中していた処理を2台に振り分けること
で、単体に掛かる負荷を半分に軽減できるようになるのです。
さらに、農場に置く馬（サーバー）を4台にすると1/4、8台にすると1/8、と台数
を増やすことで、馬一頭（サーバー単体）あたりの負荷が軽くなる仕掛けです。

この場合に、どのように振り分けするかの作戦（負荷分散アルゴリズム）が大事
になりますが、基本的には均等に負荷を分散させることが好ましいのです。
これが順番に振り分ける「ラウンドロビン(Round-Robin)」であり、代表的な
アルゴリズムになります。
この他のアルゴリズムとしては、（特にWebの場合であれば）クライアントとの
コネクション数が最も少ないサーバーは余裕がある（負荷が少ない）と見なす
ことができますので、そこに振り分ける
「リースト・コネクション（Least Connections）」があります。
また、同様に応答が速いサーバーは処理が速いと見なしてそこに振り分ける
「ファーステスト・レスポンス・タイム（Fastest Response Time）」という
作戦などもあります。
さらには、これらアルゴリズムに「重み付け(Weighted)」を加味する方策も加わ
ることになります。

このように、アルゴリズムを気にしなければならない理由には、背後にある
サーバーの性能が関係します。サーバーファームにあるサーバーが同じ性能で
あれば順当に振り分ければ良いのですが、寄せ集めで性能にばらつきがあれば、
処理をこなせるサーバーにより多く振り分けることで効率が良くなるからです。
また、リクエスト毎の処理内容が大きく異なる場合も考慮の対象となるでしょう。
結果として各々のリクエストに対して、スムーズに応答可能になるように構成する
必要があるからです。

そして、ロードバランサを構成に組み入れることで、別の恩恵も受けることに
なります。それは、Webサーバーに障害が起きた場合です。

Webサーバー1台で運用していてサーバーがダウンした場合、事前に代替えを用意
していなければ復旧は大変です。稼働再開するまでには時間を要することになり、
その間のリクエストに応答することが適いません。
これに対してロードバランサの背後にサーバーファームが構成されていれば、
もし1台のサーバーがダウンしたとしても、別のサーバーが処理し応答し続ける
ことが可能となります。
これが冗長化による恩恵です。
クライアント側からみれば何事もなく継続しているように思えることでしょう。

ただし、サーバーファームを構成しサーバーの台数を2倍に増やせば、故障する
確率は2倍、台数を4倍にすれば故障する確率も4倍となります。台数に比例して
故障する確率も同時に増えることを忘れてはいけません。ですから、各々の
サーバーの健康状態を逐次チェックして、正常に応答しないサーバーを故障
（ダウン）したと判断して処理を振り分けないようにしなければなりません。
この冗長構成を可能にする機能が「死活監視（ヘルスチェック、Health Check）」
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であり、実現のために必要とされます。
ヘルスチェックではサーバーが正しく応答するか否かで健康状態を判断しますが、
このチェックを何の項目で行うのかも重要になります。
これには幾つかのレベルでのチェック方法があります。IPレベル（ping）、
TCPレベル（SYN/ACK）、HTTPレベル（GET/POST）、アプリケーション・レベル
（成功メッセージなど）、などの方法で健康状態を管理することが行われます。
pingが通ったとしても、Webサーバーが立ち上がっていないということもあります
ので、サーバーが行う処理内容によっては、適切なチェック方法の選択がロード
バランサにとって必要となるでしょう。

大まかにロードバランサが必要とする主機能について述べてきましたが、実際に
適用しようとする際には、他にも検討する項目や様々な機能的な要望があると
思われます。
機能ではセッション維持（Sticky Session）、SSLオフロード（SSL Offload）
などに加えて、本来の機能ではないですがコンテンツ・キャッシュや圧縮機能、
ファイアウォールまでも有する多機能なものも登場しています。
用途に合わせてロードバランサの選択が必要です。

そして何より考慮すべき点は、ロードバランサの故障です。
ロードバランサを採用した構成によりすべてのクライアントの玄関（入口）と
なりますので、ロードバランサがダウンしてしまうと誰もサーバーを利用でき
なくなってしまいます。
いわゆる、「単一障害点（Single Point of Failure, SPOF）」となるのです。
ですから予備のロードバランサをスタンバイさせる構成（L2スイッチなど用いて
さらに複雑な構成になってしまう場合もありますが）、または、完全な冗長化も
視野に入れることも検討すべきかもしれません。
このスタンバイ構成や冗長化には、仮想ルーター冗長プロトコルである
「VRRP(Virtual Router Redundancy Protocol)」がロードバランサにも採用され
ていることが散見されます。
VRRPはパケットをマルチキャスト・アドレスに送出し、ロードバランサを
ヘルスチェックできるのです。また故障を発見した際の復旧手順
（フェイルオーバー、Failover）が用意されているものもあります。

構成と配置を考察する場合には、まずは各機器がどのような主たる役割を果たせ
ば良いのかと骨子を練り、その後に細かい要求を満たせるように具現化していく
手順があるでしょう。全体を構築するには個々の役割とそれらの関係性を良く
見る必要がありあそうです。

ところで「ゼアネス・ザットネス（Thereness-Thatness）」という言葉は
心理学用語（造語）だそうで、装置（Apparatus）の名前のようです
（装置はテーブル形状の様子 Thereness-Thatness Table）。
研究の詳細は存じ上げませんが、この実験は「知覚」に関するもので、
その一つは、被験者に写真を見せる際に、第三者が該当の写真との距離設定を
変更することで変動があるのかを調べるもので、感情的関与がなくても設定の
変動性の面で「見え方（認知）」に差異が現れることが確認されました。
感情の刺激が知覚に差分の変動性を齎す（もたらす）のと同様に、対象物
（オブジェクト）の配置によって変動性が顕在化するのであり、ニュートラルな
刺激とは、対照的に正負の両方が認知に関連するとの事なのです。

筆者は心理学について完全に門外漢ですが、感情によって見え方が違うのは理解
ができます。皆さんも少なからず何かしらの経験があることでしょう。
しかしながら、自分と見ているもの（写真）との位置関係（配置や距離）に
よって見え方にも差異が出るというのは些少ながら驚きがありました。
ですが、感情も相手との位置関係（物理的だけではなく心の距離も含まれますが）
によって変化するのですから、見え方にも関係あるのは不思議ではないのかも
しれません。

この言葉を知るきっかけになったのは、坂本龍一の曲でこの造語をタイトルに
した「ザットネス・アンド・ゼアネス（Thatness and Thereness）」があった
からです。
この曲は坂本龍一のセカンド・アルバム「B-2ユニット（B-2 UNIT）」に収録され
ています。彼の初期では珍しく彼自身がボーカルを取っている曲で、独特の
雰囲気があります。朴訥（ぼくとつ）とした歌い方が心地よい反面、シリアスさ、
狂気すらも感じさせるものでして、耽美的でもあり虚無的でもあります。
牧歌的なメロディの一部が耳にこびり付いて、おもわずそのフレーズを
口ずさんでしまうのも不思議なものです。

曲名の"Thatness and Thereness"は歌詞のサビとしても登場しますが、
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あたかも傍観者の視点で「そこにも、ここにも（Thatness, Thereness）」と
囁いています。
この呟きは聴き手である我々に問い掛けられているのかもしれません。
「それが何に見えるのか、それがどこに見えるのか（Thatness, Thereness）」

次回もお楽しみに。

■お問合せ・ご意見・ご感想は◆ＣＴＣ教育サービス◆窓口まで━━━━━━━
シーティーシー・テクノロジー株式会社　エデュケーションサービス部
E-Mail： kyouiku@ctc-g.co.jp / TEL： 03-5712-8701

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
●外部委託について
　　　弊社はメールニュース配信業務をシーティーシー・ビジネスサービス
　　　株式会社（ＣＴＣ100%出資子会社）に委託しております。
●本メールマガジン編集・配信責任者
　　　ＣＴＣＴ　エデュケーションサービス部　部長　篠原　義一
　　　所在地：東京都世田谷区駒沢1-16-7　ctc_edu_mail@ctc-g.co.jp
●個人情報保護方針
　　　ＣＴＣグループの個人情報保護方針につきましては下記ＵＲＬをご参照
　　　ください。
　　　http://www.ctc-g.co.jp/guide/security_policy.html?top=b_security
●配信中止及びお問合せ対応について
・「ＣＴＣ教育サービス　News&Topics」の配信が不要な場合には、
　下記ＵＲＬから配信停止のお手続きを行ってください。
　　　https://krs.bz/ctc-g/m/ctc-education
・当社では、複数種類のメールマガジンやメールニュースを発行しております。
  大変お手数ではございますが、ＣＴＣ教育サービス以外からのメール配信に
  ついての受信拒否および個人情報に関するご要求は、各メールに記載の個々
  の連絡先宛にそれぞれご連絡をお願いします。
・受信者ご本人様からの個人情報の開示・訂正・削除に関するご要求は、随時
  ctc_edu_mail@ctc-g.co.jpにてお受けいたします。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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